
⃝�第8回錦江町文化祭・生涯学習推進大会
⃝�いきいき秋祭り
⃝�錦江町地区公民館連絡協議会だより
⃝�虫歯０で健康な生活

特 集
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【一言コメント】
　おおすみ岬漁協の大根占女性部が中心となり、
町内の５・６年生を対象とした、魚食普及と学校
交流を目的とした体験教室。染川金治さん（弓場
下自治会）の指導・講義を受け、終了後は試食会。
参加した田代小学校６年川路諒汰くん（上原自治
会）は『普段釣りはするが魚をさばいたのは初め
てで楽しかった。錦江湾の魚の生態系も分かりと
ても勉強になった』と話した。

錦江町内の小学校５・6 年生
（漁民研修センター）
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生
涯
学
習
と
は
、『
一
人
ひ
と

り
が
自
由
に
、
そ
し
て
自
ら
テ
ー

マ
を
選
び
、
自
分
に
あ
っ
た
手
段
・

方
法
を
取
り
な
が
ら
年
齢
を
越
え

て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
な
こ

と
を
、
必
要
な
と
き
に
学
ぶ
』
…

こ
れ
が
、
生
涯
学
習
で
す
。

　
「
学
習
」
と
い
っ
て
も
自
分
に

合
っ
た
、
自
分
な
り
の
生
涯
づ
く

り
と
し
て
何
か
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

11
月
３
日
、
錦
江
町
文
化
セ
ン

タ
ー
と
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
第

８
回
錦
江
町
文
化
祭
・
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
頃
生
涯
学
習
活

動
と
し
て
行
っ
て
き
た
合
奏
合
唱
、

舞
踊
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
発
表
さ
れ
会

場
を
賑
わ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

陶
芸
教
室
や
茶
道
教
室
な
ど
も
あ

り
、
入
れ
立
て
の
お
茶
や
お
菓
子
を

味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
写
真
や
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
町
内
の
児
童
生
徒
に
よ

る
作
品
展
示
な
ど
あ
り
、
両
施
設
と

も
多
く
の
観
覧
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
会
場
の
外
で
は
、
錦
江
町
青

年
団
に
よ
る
つ
き
た
て
餅
の
販
売
や

加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
う
ど
ん
や
お

に
ぎ
り
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

第８回
錦江町文化祭
生涯学習推進大会
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11
月
11
日
、
錦
江
町
役
場
本
庁

周
辺
で
い
き
い
き
秋
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
農
産
物
や

特
産
品
・
加
工
品
の
販
売
、
健
康

運
動
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と

し
て
自
転
車
乗
り
方
教
室
が
行
わ

れ
多
く
の
子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
相
撲
大
会

で
は
子
供
か
ら
大
人
の
方
ま
で
団

体
戦
や
５
人
抜
き
な
ど
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鹿
児
島

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
が
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

いきいき

秋祭り
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漁業の安全・豊漁祈願

錦江町ときわ木ボランティアグループでは、町内の施設や公衆トイ
レなどの清掃活動を行なっています。健やかな町・健康づくりを

目標に毎月定例会では真向ストレッチ体操を実践されるなど、清掃や
草払い作業に爽やかな汗を流されています。
　会員最高齢98歳の竹下久子さん（表木自治会）は「生涯現役、明る
い人生」をモットーに保健センターのカウンターの拭き掃除を一生懸
命されていました。会員は井手口正頼会長を中心に43名で活動されて
います。

10月26日、第34回漁業振興祭が開催されました。漁
船の海上パレードが午前９時３０分から漁協前を

出発、松崎海岸沖から神ノ川海岸を回り漁協前に帰港し、
漁業資源の増殖を図り、ヒラメの放流を行いました。
　その後、えびす社殿において操業、航海の安全と豊漁の
祈願を行ったあと、懇親会やアトラクション等で、盛会の
うちに終了しました。

錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

11月20日、肝属地区青年の山大会が大根占愛林会主催で開催され、参加者たちは大きく育った大根占
愛林会の分収林で講習を行いました。
　青年の山は、林業経営に意欲を持つ山村青年の養成や林
業に関する技術、知識、を共同研修する場の整備を目的に
1968（昭和43年）年制定され、国有林を使って当時県内
22地区に青年の山が結成されていました。
　大会には１市３町（垂水市・肝付町・南大隅町・錦江
町）の会員や大隅森林管理署・大隅地域振興局・大隅森林
組合など約70人が参加して行われました。

新たな錦江町特産品を目指して

健やかな町・健康づくりを目指して

青年の山大会開催

平成24年に結成された、生姜生産組合きんこう22名は
約半数が元葉たばこ農家であったこともあり、葉た

ばこの代替え作物の一つとして生姜生産に取り組んでい
ます。生姜は４月に植え付け、11月初旬から収穫出荷で、
今が最盛期です。今年は約3.5ヘクタールの作付面積です
が、今後は、錦江町の主要作物の一つになればと、生産面
積の拡大と安定収入を目指して収穫作業に励んでいます。
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11月９日（金）岩手県大船渡市長が訪問されました。これは、本
町を含む大隅半島４市５町が昨年、復興支援のために義援金や

支援物資、職員派遣を行ったことに対するものです。
　現在大船渡市は、水産物の水揚げ等も震災前の８割程度まで回復
し、被災した方々の高台への住居移転も今年末から始まるとのことで
す。
　市長は町民の皆さんから寄せられた心温まる支援に対し、深く感謝
されていました。

11月14日、錦江町茶業振興会が、錦江町特産のお茶に親しんでも
らうために、錦江・田代両中学校にお茶の贈呈がありました。

　大根占・田代両茶業振興会長は、それぞれに「お茶をたくさん飲ん
で冬場の寒さやこれから始まる受験に向けて風邪を引かずに無事に乗
り切って欲しい」との気持ちを込めて今回も贈られたものです。
　鹿児島県では毎年11月23日を「お茶一杯の日」と定めてお茶の消費
拡大を図っています。

岩手県大船渡市長が訪問されました

「お茶一杯の日」

11月９日（金）〜15日（木）の秋季全国火災予防運動の一環として、錦江町法輪保育園幼年消防クラブ
のみなさんが「わたしたちは火あそびをしません」の横断
幕を手に、マーチング演奏と「火の用心」を大きな声で元
気よく呼びかけながら沿道をパレードし、最後は役場前で
「火遊びをしません」と全員で誓っていました。

秋季全国火災予防運動火災のおこりやすい季節に備えて秋の火災訓練

11月11日、秋季全国火災予防週間最中、錦江町消防団では火災消火訓練が行われました。当日はあいにく
の雨の中、中央分団では、役場消防隊・南部消防署と合同
で住宅密集地での火災を想定して、給水管から各ポンプ車
等を中継して放水する訓練が実施されるなど、各分団とも
機敏な動作で本番さながらの訓練が行われていました。

KINKO TOWN TOPICS
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神
川
地
区
公
民
館
は
、
神
川
地

区
の
振
興
の
た
め
に
各
専
門
部
・

自
治
会
・
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
部
ご

と
の
主
な
行
事
は
、
体
育
部
ゴ
ル

フ
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

文
化
部
夏
祭
り
、
産
業
部
ソ
バ
打

ち
、
子
ど
も
育
成
部
農
作
物
作
り

等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
小
学

校
合
同
実
施
大
運
動
会
・
教
職
員

等
歓
迎
会
送
別
会
、
公
民
館
等
の

清
掃
活
動
・
町
内
各
行
事
へ
の
参

区
公
民
館
と
合
同
チ
ー
ム
で
参
加

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
地
区
住

民
の
方
々
に
参
加
・
応
援
を
い
た

だ
き
、
真
剣
な
中
に
も
和
気
あ
い

あ
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
の
部

で
は
、
青
年
部
と
中
学
生
が
合
同

で
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
地
区
の
応
援

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
２

月
に
は
地
区
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
文
化
活
動
に
つ
い
て
、
毎

月
第
２・４
木
曜
日
に
女
性
の
方
々

を
中
心
に
地
区
公
民
館
で
手
芸
講

座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
編
み
物
ベ
ス
ト
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・

折
り
紙
を
使
っ
た
花
瓶
等
を
作
成

し
、
11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
町
文

加
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
公
民
館

を
挙
げ
て
取
り
組
む
大
運
動
会
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
運
動
会
に
先
立
っ
て
、
学

校
と
体
育
部
で
打
合
せ
を
行
い
ま

す
。
種
目
の
確
認
と
選
手
名
簿
の

作
成
、
校
庭
整
備
や
集
落
の
割
り

当
て
等
で
す
。
運
動
会
種
目
に
は
、

保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
区

民
総
出
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
日
頃
地
域
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
消
防
団
の
消
火

訓
練
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
し
ま

し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

化
祭
の
展
示
部
門
に
出
展
し
ま
し

た
。

　

次
に
研
修
に
つ
い
て
で
す
が
、

毎
年
、
他
地
域
の
情
勢
を
、
地
区

を
担
う
女
性
の
方
々
に
視
察
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
区
の
発
展

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
女

性
部
研
修
視
察
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
は
２
月
26
日
に
各
自

治
会
か
ら
18
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
開
催
し
、
志
布
志
湾
大
黒
イ
ル

カ
ラ
ン
ド
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
年
明
け
に
町
外
へ
の
研

修
視
察
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

今
後
も
地
区
が
盛
り
上
が
る
と

と
も
に
、
多
く
の
地
区
住
民
の
方

が
楽
し
み
、
学
べ
る
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
員
の
皆
さ
ん
が
厳
し
い
訓
練
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り

ま
し
た
。
運
動
会
は
、
前
年
度
の

反
省
を
も
と
に
公
民
館
役
員
や
体

育
部
と
学
校
で
協
議
を
重
ね
て
改

善
を
加
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
一
輪
車
演
技
が
復

活
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
民
が
楽
し

く
交
流
し
、
様
々
な
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
、
神
川
地
区
が
さ
ら
に

活
性
化
し
発
展
す
る
よ
う
運
動
会

や
様
々
な
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

神
川
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

川
原
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

錦
江
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
だ
よ
り

　

川
原
地
区
公
民
館
は
、
平
石
・

柴
立
・
上
柴
立
・
上
原
・
早
瀬
・

郷
ノ
原
・
辺
志
切
・
鶴
園
の
８
自

治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

動
・
研
修
等
を
通
じ
て
、「
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
」「
地
区
住
民
１
人

１
人
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
町
民
体
育
大
会
に
花
瀬
地
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保健福祉課
保険衛生チーム

前田　明美

　

錦
江
町
で
は
、
３
歳
児
の
む
し

歯
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
始
め
て
、

５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
初
掲

げ
て
い
た
、
３
歳
児
の
目
標
達
成

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
確
実
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
成
果
と
し
て
、
１
歳
６
ヶ

月
児
健
診
で
、
平
成
22
年
、
23
年

と
２
年
連
続
で
む
し
歯
ゼ
ロ
を
達

成
し
て
お
り
、
現
在
も
更
新
中
で

す
。

　

鹿
児
島
県
は
１
歳
６
ヶ
月
児
の

む
し
歯
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
（
平

成
22
年
度
現
在
）
の
県
で
す
。

　

そ
の
中
で
一
人
も
む
し
歯
が
な

い
錦
江
町
は
近
隣
市
町
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
当
初
目

標
と
し
て
い
る
『
３
歳
児
ま
で
虫

歯
ゼ
ロ
』
を
地
域
や
親
の
方
々
と

一
緒
に
な
り
、
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
学
一
年
生
に
お
い
て
も
、

昨
年
は
む
し
歯
を
経
験
し
た
歯
が

０・６
本
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

成
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
さ
れ
た

方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
歯
周
病
に
罹

患
し
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
気
付

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
歯

周
病
が
体
全
身
の
疾
患
と
関
連
が

深
い
と
い
う
こ
と
が
最
近
に
な
っ

て
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
糖
尿
病

や
心
内
膜
炎
な
ど
歯
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
体
の
疾
患
と
も
関
わ

り
が
深
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
健

康
な
歯
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
よ
く
食
べ
物
を
噛
み
肥
満
防

止
や
ボ
ケ
防
止
に
も
繋
が
り
ま
す
。

健
康
な
歯
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

一
年
に
一
回
は
定
期
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
健
康
な
歯
で
、
健
全

な
生
活
・
健
康
を
維
持
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

歯
周
病
の
根
本
的
な
原
因
は
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
で
す
の
で
、
歯
磨
き
で
歯

垢
を
除
去
す
れ
ば
歯
周
病
を
予
防
す
る

事
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
垢

を
確
実
に
除
去
し
、
歯
周
病
を
予
防
で

き
る
の
は
、
歯
医
者
さ
ん
に
直
接
、
指

導
し
て
も
ら
う
事
が
１
番
で
す
。

　

口
の
中
、
歯
並
び
は
1
人
1
人
違
い

ま
す
の
で
、
そ
の
人
に
適
し
た
歯
磨
き

の
仕
方
も
1
人
1
人
異
な
る
か
ら
で
す
。

【
一
般
的
に
正
し
い
歯
の
磨
き
方
】

◎�

全
体
的
に
何
と
な
く
磨
く
の
で
は
な

く
、1
本
1
本
、確
実
に
磨
い
て
い
く
。

◎�

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
部
分
を
歯
、
ま
た

は
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
直
角
に
軽

く
あ
て
て
、
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
大

き
く
動
か
す
の
で
は
な
く
小
刻
み

に
、軽
く
振
動
さ
せ
る
よ
う
に
磨
く
。

◎�

横
だ
け
で
な
く
上
下
に
も
歯
ブ
ラ

シ
を
動
か
し
、
歯
ブ
ラ
シ
も
横
向

き
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ク
を
持
つ

よ
う
に
縦
に
持
っ
て
磨
き
、
上
下

左
右
グ
ル
グ
ル
回
す
よ
う
に
磨
く
。

　

正
し
い
歯
の
手
入
れ
を
学
び
、
健

康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

【
健
康
づ
く
り
部
門
】

●
８
０
２
０
運
動
達
成
者

諏
訪
原　

俊
（
24
本
）

今
村　

清
美
（
22
本
）

大
田
中
増
男
（
21
本
）

繁
昌
マ
チ
子
（
27
本
）

川
元　
　

敏
（
28
本
）

内
門　

重
男
（
27
本
）

●�

む
し
歯
の
な
い
５
歳
児

（
歯
の
表
彰
）

（
ひ
か
り
保
育
園
）

入　

船　

将　

哉

井　

手　

若　

菜

内　

薗　

ゆ
め
華

押
領
司　

こ
こ
ろ

宿
利
原　

結　

衣

（
大
根
占
幼
稚
園
）

迫　
　
　

泰　

地

久　

保　

明
日
香

鳥　

越　

天　

翼

畠　

中　

宏　

明

藤　

田　

雅　

志

城　

下　

晴　

奈

谷　

口　

絢　

音

野　

元　

美　

心

日
笠
山　

彩　

華

邉
志
切　

心　

楽

紀　

野　

聖　

也

牧　

田　

怜　

聖

坂　

下　

和
香
奈

（
法
輪
保
育
園
）

代　

口　
　
　

心

（
め
ば
え
保
育
園
）

今　

熊　

小　

粋

（
田
代
幼
稚
園
）

武　

田　

凱　

斗

中　

原　

宗　

仁

川　

路　

杏　

実

鶴　

園　

由　

奈

中
曲
瀬　

桃　

子

姫
ケ
迫　

あ
か
り

（
川
原
保
育
園
）

岩　

切　

美
香
子

（
髙
佑
保
育
園
）

神
之
園　
　
　

奏

●�

健
康
な
歯
の
中
学
一
年
生

（
錦
江
中
学
校
）

大　

村　

華　

林

大　

山　

野
乃
花

川　

口　

華　

蓮

川　

﨑　

千　

佳

北　

方　

幸　

哉

隈　

崎　

萌　

衣

郡　
　
　

隼　

斗

下　

野　

海　

斗

菖　

蒲　

健　

斗

白　

井　

悠　

貴

白　

井　

颯　

馬

白　

井　

未　

来

水　

流　

愛　

美

中　

原　

里
紗
子

中　

村　

泰　

輔

持　

留　

明　

香

矢　

野　

紫　

園

湯　

田　

涼　

太

（
田
代
中
学
校
）

原　

口　

広　

一

舞　

原　

幸　

希

尾
長
谷　

琴　

美

平
成
24
年
度 

表  

彰  

者
（
敬
称
略
）

歯
周
疾
患
検
診
で
八
〇
二
〇

を
目
指
し
ま
し
ょ
う

健
康
な
歯
の
子
ど
も
が

増
え
て
い
ま
す
。

8020の達成者

健
康
な
歯
を

維
持
す
る
た
め
に
は
？

む
し
歯
０ゼ

ロ

で
健
康
な
生
活
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■ �平成 25年４月１日から直接搬入されるごみの処理手数料を改定いたしま
す。

■ �肝属地区清掃センターへのゴミ持ち込みについて

　大隅肝属広域事務組合では、肝属地区清掃センター及び肝属地区大根田最終処分場へ直接搬入されるごみ
の処理手数料を改定することとなりました。今回の料金改定は、年々増える傾向にあるごみ量やごみを処理
する維持管理経費等を考慮したものであり、併せて、ごみの減量やリサイクルの促進を図るものです。
　ごみの減量・リサイクルに積極的に取り組んでいただきますよう皆さまの御理解と御協力をお願いいたし
ます。詳しい内容につきましては、保険衛生・民生チーム、大隅肝属広域事務組合へお問い合わせください。

《一般廃棄物処理手数料の改定内容》……平成25年４月１日から
⑴　家庭系一般廃棄物
　�100kgまで300円、100kg増すごとに300円
ずつ増えているが、10kg80円に改正

⑵　事業系一般廃棄物
　�100kgまで 600円、100kg増すごとに600円
ずつ増えているが、10kg80円に改正

　●家庭系ごみとは ?　
　　�　住民生活に伴って各家庭から排出されるご
みのことです。　

　●事業系ごみとは ?
　　�　事務所、商店、飲食店、学校、病院などから出る産業廃棄物以外のごみのことです。

【お問い合わせ先】大隅肝属広域事務組合　℡0994-63-0168

　年末（12月23日〜30日）の間は各家庭から出されるゴミなどで大変混雑する恐れがありますので、早
めの持ち込みをお願いいたします。

本庁 保険衛生チーム	 ℡ 0994-22-3044
支所 民生チーム	 ℡ 0994-25-2511

保健福祉課
住民生活課 からの お知らせ

区　　分 現行の手数料
25年3月31日まで

改定後の手数料
25年4月1日から

家庭系一般廃棄物
（可燃、不燃、可燃
性粗大、不燃性粗大）

100kg まで 300 円
100kg 増すごとに
300円加算

10kg まで 80 円
10kg 増すごとに
80円加算

事業系一般廃棄物
（可燃、不燃、可燃
性粗大、不燃性粗大）

100kg まで 600 円
100kg 増すごとに
600円加算

10kg まで 80 円
10kg 増すごとに
80円加算

●肝属地区清掃センターへの年末受け入れ状況　

●大根田最終処分場（不燃物のみ受入可能）

は混雑が予想される部分です。

曜日 日 月 火 水 木 金 土
日 12月16日 12月17日 12月18日 12月19日 12月20日 12月21日 12月22日

状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日 12月23日 12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日

状況 ○臨時開業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日

状況 ○ × × × × ○ ○

曜日 日 月 火 水 木 金 土
日 12月16日 12月17日 12月18日 12月19日 12月20日 12月21日 12月22日

状況 × ○ ○ ○ ○ ○ ×
日 12月23日 12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日

状況 × × ○ ○ ○ ○ ○
日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日

状況 ○ × × × × ○ ×

※�搬入申請書は、保健福祉課・住民生活課に
準備してあります。

【搬入時間】午前 8 時 30 分〜午後 4 時 30 分
【問い合わせ先】大隅肝属広域事務組合
	 ℡ 0994-63-0168
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■ �平成 24年度石油貯蔵施設立地対策等交付金を活用し消防安全編み上げ靴購入

■ �行革推進委員会開催と委員の紹介

　平成24年度石油貯蔵施設立地対策等交付金を活用し、
錦江町消防団の編み上げ靴を購入いたしました。この制
度は、石油貯蔵施設の立地に伴い、公共用の施設を整備
することにより、地域住民の福祉の向上、地域経済の発
展に寄与することを目的として活用される制度です。こ
れまで、消防団の靴は脱げ易く、消火時における安全性・
機能性において欠けていましたが、今回の購入によりよ
り一層、地域住民の生命・財産等の安全確保ができるも
のと思われます。詳しくは、自治防災チームへお問い合
わせください。

　11月16日に平成24年度第1回行政改革推進委員会を錦江町役場内で開催しました。今年度策定予定
の「第2次行政改革大綱（案）」を諮問し、協議がなされました。今後も協議を継続し、今年度中に答申が
なされる予定です。なお、任命された委員は、次の方々です。
・厚ケ瀨博文（厚ヶ瀬）	 ・萩野　　誠（鹿児島大学）
・小倉　　満（鹿児島銀行）	 ・黒岩　隆利（大橋上）
・新久保　誠（壱　崎）	 ・德永　雅春（皆　倉）
・浪瀬　亮祐（上　原）	 ・早瀬すみ子（原　沢）
・麥生田才子（表　木）	 ・遊喜　富子（瀬戸山）

※（　）内は自治会名　　

詳しくは、財政管財チームへお問い合わせください。

本庁 自治防災チーム・財政管財チーム
℡ 0994-22-0511総務課 からの お知らせ

錦江町消防団の全団員（258足）に配布されました。

　

平
成
25
年
度
錦
江
町
奨
学
生
募
集

要
項
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
錦
江
町
教
育
委

員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１  

趣
旨

　

こ
の
奨
学
制
度
は
、
学
業
及
び
人

物
が
優
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難

な
学
生
・
生
徒
に
対
し
て
奨
学
資
金

の
貸
与
を
行
い
、
も
っ
て
本
町
教
育

の
発
展
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

２  

奨
学
金
の
種
類
・
貸
与
月
額

■
大
学
奨
学
生

　

月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

■
高
校
奨
学
生

　

月
額
１
５
，
０
０
０
円
以
内

３  

応
募
の
資
格

　

奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
生
徒

は
、
高
等
学
校
及
び
大
学
（
高
専
、

短
大
、
専
門
学
校
及
び
大
学
院
を

含
む
。）
に
在
学
中
の
者
で
、
次
に

揚
げ
る
も
の
と
す
る
。

①�

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難

な
者

②�

勉
学
に
努
力
し
、
学
力
、
品
行

が
極
め
て
優
秀
か
つ
心
身
共
に

健
全
で
あ
る
者

③�

本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子

弟
で
あ
る
者

４  
貸
付
及
び
償
還

■
貸
付
の
期
間

　

当
該
学
校
の
正
規
の
在
学
期
間

中
と
す
る
。

■
償
還

　

奨
学
資
金
は
、
無
利
子
と
し
、

卒
業
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
次

の
期
間
内
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①�

高
等
学
校
在
学
期
間
に
貸
付
け

を
受
け
た
者
…
…
…
…
…
５
年

②�

大
学
在
学
期
間
に
貸
付
け
を
受

け
た
者
…
…
…
…
…
…
…
５
年

③�

高
等
学
校
及
び
大
学
在
学
期
間

を
通
し
て
貸
付
け
を
受
け
た
者    	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10
年

　

償
還
は
、
月
賦
、
半
年
賦
又
は

年
賦
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
全
額
又
は
一
部
を
繰
り
上
げ

て
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５  

提
出
書
類

①
錦
江
町
奨
学
資
金
貸
付
願
出
書

②
錦
江
町
奨
学
生
推
薦
調
書

６  

申
請
の
手
続
き

　

前
項
の
提
出
書
類
を
作
成
の
上
、

平
成
25
年
３
月
29
日
ま
で
に
錦
江

町
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

７  

採
用
予
定
者
の
決
定
及
び
通
知

　

平
成
25
年
４
月
30
日
ま
で
に
採

用
予
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
課
教
育
総
務
チ
ー
ム

　

℡ 

０
９
９
４
‐
22
‐
０
５
１
７

錦
江
町
奨
学
生
募
集
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南
大
隅
高
校
だ
よ
り

　
今
回
は
南
風
祭
（
文
化
祭
）・
人
権
同
和
教
育
講
演
会
・
長
距
離
走

大
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2012
12月号

第 47回南風祭（文化祭）

長距離走大会

人権同和教育講演会

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

　11 月 9 日（金）、長距離走大会
が本校周辺の周回コース（男子の
部 8㎞、女子の部 5㎞）で開催さ
れました。男子の部は 1年生冨尾
君、女子の部は 2年生大園さんが
優勝しました。結果は以下の通り
です。

　11月 7日（水）、本校体育館にて人権同和教育講演会が開催
されました。講師には鹿児島純心女子大学国際人間学部 准教
授の谷崎和代先生が来て下さいました。『愛ってなぁに？　〜
ココロとカラダを大切に〜』というテーマで、コミュニケーショ
ンの取り方やデートＤＶなど、寸劇などを交えてとてもわかり
やすく講演して下さいました。より良い人間関係を築くために
大切な多くのことを知ることができ、大変充実した 90 分間と
なりました。

　10月 27日（土）、南風祭が盛大に開催され、保護者や地域の方など多数の方々にご来場頂きました。
　弁論大会では、各クラス代表の5名の生徒が進路や部活動、社会問題などについてそれぞれの考
えを発表しました。1年生はクラス全員で段ボール迷路を作成、2・3年生は息のあったダンスや趣
向を凝らしたビデオ映像で、各クラスの魅力を十分に発揮してくれました。この他商業科研究発表、
図書委員会作成のスライドショー、ダンス、書道パフォーマンス、ファッションショー、朗読、日本
舞踊やバンド演奏など、内容盛りだくさんの舞台発表となりました。展示部門では、美術・書道選
択者や書道部・美術部の作品、図書委員会や保健委員会の活動紹介、部活動紹介、全校生徒の硬筆、
家庭科・家庭クラブ作品、県民大学の写経など、どの展示も学習の成果が発揮されていました。ま
たＰＴＡの協力によるカレーライス、うどん等の販売、家庭クラブによるドーナツ販売も行われ、大
盛況でした。
　南風祭にお越し頂いた保護者・地域の皆様ありがとうございました。

〜南の風吹くこの地の、熱い祭りを見逃すな！〜

男子の部 女子の部 団体戦
１位 冨尾　大地（１年　田代中出身） 大園　　椿（２年　根占中出身） ３年２組
２位 中釜　優作（２年　末吉中出身） 山下明日香（２年　根占中出身） １年１組
３位 福元　恭生（２年　根占中出身） 内村　真美（３年　根占中出身） ２年１組
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誰
も
が
共
生
し
て
い
け
る
地
域

を
目
指
し
、
障
が
い
者
福
祉
や
地

域
で
暮
ら
す
障
が
い
者
の
方
々
へ

の
ご
理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
開

催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】平
成
24
年
12
月
10
日（
月
）

〜
12
月
15
日
（
土
）　

9
時
〜

17
時

【
場
所
】
鹿
屋
市
社
会
福
祉
会
館

【
内
容
】

■
12
月
10
日
（
月
）
〜
15
日
（
土
）

・�
障
が
い
者
支
援
事
業
所
の
活
動

紹
介
、
作
品
の
展
示
、
販
売
（
販

売
日
は
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。）

■�

12
月
15
日
（
土
）
13
時
受
付

　
13
時
30
分
上
映

・
映
画
『
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
』

・
お
楽
し
み
抽
選
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

　

℡ 

０
９
９
４
‐
35
‐
４
８
０
８

　

�

肝
属
地
区
障
が
い
者
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
９
９
４
‐
35
‐
４
８
０
１

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
罹

災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共

済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請

求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て

速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

　

℡ 

03
‐
５
４
０
０
‐
５
４
４
３

【
日
時
】
平
成
25
年
１
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】
鹿
屋
市
中
央
公
民
館

【
相
談
の
内
容
】
登
記
、
戸
籍
・
国

籍
、
供
託
、
人
権

【
相
談
員
】
法
務
局
職
員
、公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員

（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

総
務
課

　

℡ 

０
９
９
４
‐
43
‐
６
７
９
０

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2012. 12

　

新
春
書
初
め
会
に
合
わ
せ
て

南
大
隅
高
校
書
道
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ

り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
25
年
1
月
5
日（
土
）

午
前
9
時
〜
12
時

【
場
所
】
錦
江
町
中
央
公
民
館　

体

育
館

【
講
師
】
田
貫
独
心
先
生

【
対
象
者
】
5
歳
児（
保
護
者
同
伴
）

〜
大
人
の
方
ま
で

【
準
備
す
る
も
の
】
習
字
道
具
・
墨

汁
・
半
紙
・
雑
布

※�

道
具
の
な
い
方
は
、
こ
ち
ら
で

準
備
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
１
、０
０
０
円

【
申
し
込
み
期
限
】
12
月
27
日

【
申
し
込
み
先
】

　
錦
江
町
教
育
委
員
会

　

℡ 

22
‐
０
５
１
７

お
知
ら
せ

第
７
回
新
春
書
初
め
会

第
６
回「
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ィ
ー
ク
開
催
」

「
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所
」及
び

「
県
下
一
斉
!
境
界
問
題
相
談
所
」

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林

退
共
）の
お
知
ら
せ

今月の

東大原自治会
坂口 こずえさん

神川中自治会
重信 まこちゃん

　この本は、お裁
さい

縫
ほう

魔
ま

女
じょ

「シルク」が洋服をお直し
するお店の話です。ある日シルクは「シーツお化け」
の洋服をお直しすることになりました。シーツお化け
の洋服は、普通の布や糸・針ではなかなか縫

ぬ

えません。
ジュースやコーヒーを飲むと布が染まったり…
　悪

あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

しながらもシルクが洋服を仕上げていく
お話です。ぜひ皆さん読んでみてください。

　私がこの本を知ったきっかけは朝の情報番組の紹
介からです。本の中の安武千恵さんは 20 代半ばで
乳がんに気付き、その後結婚・出産。そして５歳に
なった娘、はなちゃんに「食べる事は生きること」
を伝えようと一生懸命愛情を注ぎながら育児をして
いきました。命とは、家族とは、食べる事とは…
　大切な事を再認識させてくれるそんな１冊です。

はなちゃんのみそ汁
安武信吾 千恵 はな / 著

おきゃくさまはオバケ
あんびる やすこ / 著
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11月1日
～ 11月31日

戸
籍
の
窓

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません

ご縁を大切に　愛する人、愛される人の
葬送の儀を、真心こめ、誠実に…

―『ルミエール』だからできるお手伝い―
家族葬、自宅葬から一般葬まで　あらゆる宗派の
ご葬儀を、故人への想いとご家族のお心に寄り添い、
丁寧に執り行います。
　※何事もご遠慮なく、お申し付けください。

安心の年中 365日・24時間受付

もしも…の時―「やすらぎ会」会員募集中です。

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔ＪＡグループ　㈱きもつき〕

真心と誠意の 中古タイヤの販売始めました（注文制）

良質なタイヤを格安にて販売中
伊井 克光

〒893-2301　鹿児島県肝属郡錦江町神川 3141-3
【お問い合わせ先】TEL・FAX 0994-22-0730

丁寧 迅速

ホンダ フィットクラス
35,000 円〜

※コーティングは１年間保証
（予約制） 

ボディの鉄粉や小キズ・水アカ・ウロコをきれい
に落としてからコーティングします！！（要予約）

光ファイン

急募 女性スタッフだけの
楽しい職場となって
おります

准看護師 人数／各１名（パート及び正職員）

担当：山下☎ 2 2 − 2 6 5 8
医療法人 昴会　大根占医院

・事前相談、斎場見学等もお気軽にお申し付けください。
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の
入
っ
た
器
な
ど
も
一
緒
に
発

見
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在

は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

島
津
家
が
数
代
に
亘
り
、
こ

の
花
瀬
を
訪
れ
た
一
つ
の
理
由

と
し
て
三
国
名
勝
図
会
に
も
描

か
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
花
瀬
川
の
素
晴

ら
し
い
石
畳
の
景
観
と
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
花
瀬
川
は
大
隅
南

部
県
立
自
然
公
園
に
も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
約
11
万
年
前
に

阿
多
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た

阿
多
火
砕
流
が
堆
積
し
て
で

き
た
一
枚
岩
の
石
畳
（
溶
結
凝

灰
岩
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
三

国
名
勝
図
会
に
は
幅
三
十
余

間
（
60
ｍ
）、
長
さ
七
町
五
十
六

間
（
８
５
６
ｍ
）
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
隅
南
部
県
立

自
然
公
園
の
資
料
を
見
る
と
幅

１
０
０
ｍ
、
距
離
約
２
㎞
の
一

枚
岩
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

花
瀬
川
は
こ
の
一
枚
岩
の
石

畳
の
上
を
流
れ
る
水
が
さ
ざ
波

を
立
て
、
ま
る
で
白
い
花
が
流

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
花
の
瀬
、
花
瀬
川
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
津
斉
彬
公
が
嘉

永
６
年
（
１
８
５
３
年
）
11

月
16
日
に
各
郡
巡
視
の
際
、
植

え
ら
れ
た
松
が
立
派
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
10
年

（
１
９
２
１
年
）
７
月
に
当
時
の

川
原
青
年
団
が
永
く
後
生
に
伝

え
る
た
め
記
念
碑
を
二
つ
建
て
、

副
碑
に
は
、
６
月
12
日
に
城
を

出
て
、
垂
水
・
新
城
・
花
岡
と

回
り
、
16
日
に
大
根
占
を
出
発

し
田
代
の
花
瀬
に
入
っ
た
な
ど

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
島
津
家
が
手
掛
け

た
三
国
名
勝
図
会
の
記
述
な
ど

か
ら
花
瀬
や
そ
の
周
辺
を
現
代

の
生
活
や
景
観
と
比
べ
な
が
ら

歩
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げて行きたいと思います。町史や
各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町役場企画
課未来形成チームへご連絡下さい。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げて行きたい
と思います。また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査に行きた
いと思いますのでご連絡下さい。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　

今
月
は
、
先
月
紹
介
し
ま
し

た
、
三
国
名
勝
図
会
か
ら
田
代

地
区
の
花
瀬
周
辺
を
歩
ん
で
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

島
津
家
に
ま
つ
わ
る
史
跡
と

し
て
、
田
代
地
区
の
花
瀬
に
は

19
代
光
久
、
24
代
重
年
、
28
代

斉
彬
が
よ
く
使
用
さ
れ
た
と
さ

れ
る
お
茶
亭
跡
や
、
三
国
名
勝

図
会
に
も
描
か
れ
て
い
る
花
瀬

神
社
や
花
瀬
川
の
石
畳
な
ど
が

今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
茶
亭
周
辺
は
昔
か
ら

桜
・
藤
・
ツ
ツ
ジ
・
カ
エ
デ
な

ど
四
季
折
々
の
景
色
が
優
れ
た

場
所
で
も
あ
り
、
三
国
名
勝
図

会
に
も
「
近
隣
の
人
を
携
え
群

遊
し
飲
み
の
席
を
も
う
け
春

は
、
曲
水
の
宴
、
夏
は
石
を
枕

に
し
涼
む
」
な
ど
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
茶
釜
の
後
が
現
在

14
個
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

三
国
名
勝
図
会
の
文
章
の
内
容

か
ら
見
る
と
、
そ
れ
以
上
に
お

茶
釜
も
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
お
茶
釜

発
見
当
初
は
、
島
津
家
の
家
紋

三国名勝図会から花瀬

〜
三
国
名
勝
図
会
②
〜

　
今
月
は
、「
三
国
名
勝
図
会
」
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

「
錦
江
町
と
島
津
家
の
軌
跡
を
歩
む
」

448

68

563

● 田代支所

花瀬川

花瀬でんしろう館
●
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12
月
に
入
り
寒
さ
も
日
に
日
に

強
く
な
る
中
、
宿
利
原
研
修
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
と
、
今
回
取
材
に

応
じ
て
い
た
だ
い
た
厚
ヶ
瀬
博
文

さ
ん
が
忙
し
そ
う
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
ヶ
瀬
さ
ん
は
現
在
、
宿
利
原

地
区
の
公
民
館
長
を
さ
れ
て
お

り
、
訪
れ
た
日
は
大
根
や
ぐ
ら
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
行

事
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

厚
ヶ
瀬
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
、
４
年
ほ
ど
大
阪
で
土
木
業
の

仕
事
を
さ
れ
た
後
、
地
元
へ
戻
り

葉
た
ば
こ
や
干
し
大
根
の
専
業
農

家
と
し
て
農
業
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、Ｊ
Ｔ
の
廃
作
募
集
に
応
じ
、

現
在
は
、
お
茶
や
高
菜
・
か
ら
い

も
な
ど
を
代
替
え
作
物
と
し
て
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
生
産
さ
れ
た
作
物
を
変
え

る
に
は
と
て
も
強
い
決
断
が
必
要

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
と

尋
ね
る
と
、「
い
ろ
い
ろ
迷
っ
た

が
子
供
も
手
を
離
れ
た
事
や
還
暦

を
前
に
新
た
な
農
作
物
へ
の
転

換
、
夫
婦
の
時
間
を
こ
れ
か
ら
楽

し
ん
で
行
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
今

し
か
な
い
と
思
っ
た
。
な
か
な
か

大
変
だ
け
ど
ね
～
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

厚
ヶ
瀬
さ
ん
は
、
農
業
や
公
民

館
長
の
他
に
も
、
錦
江
町
農
業
委

員
や
地
域
の
安
全
を
見
守
る
青
パ

ト
隊
な
ど
農
業
の
発
展
や
地
域
行

事
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
厚
ヶ
瀬
さ
ん
に
一
番
何
を
大

事
に
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
か
尋

ね
る
と
、「
小
さ
な
事
で
も
い
い

の
で
、
と
に
か
く
何
か
問
題
や
悩

み
が
あ
っ
た
ら
寄
り
会
っ
て
話
を

す
る
事
。
そ
し
て
楽
し
い
地
域
、

楽
し
め
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
活
動
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、「
宿
利
原
地
区
内

に
は
、
少
子
高
齢
化
で
独
居
老
人

世
帯
や
少
人
数
で
登
下
校
を
し
て

い
る
小
学
生
も
多
い
。
青
パ
ト
隊

で
は
１
件
１
件
独
居
老
人
世
帯
を

見
回
っ
た
り
、
地
域
内
で
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
為
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
や
公
民
館
主
催
に
よ

る
健
康
運
動
教
室
、
料
理
教
室
な

ど
行
い
一
人
で
も
多
く
ふ
れ
あ
い

が
も
て
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
ヶ
瀬
さ
ん
に
最
後
に
一
言
と

尋
ね
る
と
、「
12
月
15
・
16
日
に

大
根
や
ぐ
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
宿
利
原
地
区

は
県
内
で
も
有
数
の
干
し
大
根
の

生
産
地
で
す
。
地
域
住
民
自
ら
が

誇
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
・

運
営
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
ヶ
瀬
さ
ん
は
、地
域
を
愛
し
、

楽
し
み
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
方
で
し
た
。

◉65人目

厚
あつ

ヶ
が

瀬
せ

　博
ひろ

文
ふみ

さん 【厚ヶ瀬自治会】

◎�このコーナーでは、町内で頑張っている方を中心に紹介していきます。
　第65回目は、厚ヶ瀬自治会の厚ヶ瀬 博文さんです。

　公民館の三役。地域を楽しく盛り上げていきたいと話した。
　（左から笑喜さん、厚ヶ瀬さん、福元さん）

From young people in the future

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
12
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
公
営 

港
団
地		



１
戸

　
町
営 

神
川
教
職
員
住
宅		

１
戸

　
公
営 

神
川
団
地		



１
戸

　
町
営 

池
田
教
職
員
住
宅		

１
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますの
で、ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
12月9日 長浜医院 22-0137

16日 藤崎クリニック 22-2238
23日 肝属郡医師会立病院 22-3111
24日 二川内科胃腸科 22-2033

29〜31日 肝属郡医師会立病院 22-3111
1月1〜3日 肝属郡医師会立病院 22-3111

6日 津崎医院 25-2575

 人口の動き
平成24年12月１日現在

前月号比
人　口 8,889人 （△ 20）

男 4,170人 （△   9）
女 4,719人 （△ 11）

世帯数 4,178戸 （△ 10）
△は減少

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も含まれます。

●師走の季節。というより一年間ずーっと師走のような忙しさ
が続いているような。。う〜ん、もしや段取りが悪いのではな
いかと思い、「図解思考」という１泊２日の研修へ参加を申込み。
申し込んだのはいいが、忙しくてこの研修に参加する時間が
ない。研修に参加する前に自分を図解思考へ導かなくては。。
　研修後（１月号）からは、もっと余裕をもって広報誌を制作で
きるようになれるなっているはず！？

EDITORS


